










































































































































































ア メ リ カ











































































い。そう、いずれアメリカ＝Ｕ. Ｓ. Ａ. 
こそスペイン語圏文化を代表する存在
となるのである。「スペイン語圏の文
化」を受講した学生が渋谷駅頭を通り
がかったら、この布地に気がつき足を
止めてくれるだろうか。己れの関心事
なら放っておいても目に飛び込んでく
る。人と色と音の溢れ返るこの交差点
に聖母像を見出す学生がひとりでもい
たならば、講義は成功したと考えるべ
きなのだろう。
* 英語はもちろん、他の言語にも多
かれ少なかれ当てはまるが、スペ
イン語はその流通範囲の広大さに
比して偏差が小さく、しかもこれ
を母語とする頭数の多さにおいて
他と一線を画す。
** 直訳すれば「北アメリカ人」。しかし
いわゆるカナダ人にはcanadiense、
メキシコ人にはmexicano/a が用い
られており、北アメリカ人＝アメ
リカ合衆国人（市民）の等式が成
り立っていることに疑いの余地は
ない。
［付 記］本稿校正時になって筆者は都内
で再び聖母を目撃する。某ブランド
が 80 年代西海岸ファッションとし
て売り出している Tシャツ・ブル
ゾン類の背にお姿があった。という
ことは、学生諸君の方がはるかに聖
母となじみの仲かもしれないのであ
る。
いいじま　みどり
（本学異文化コミュニケーション学部准教授）
